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平群町平群町平群町平群町ボランティアボランティアボランティアボランティア連絡協議会連絡協議会連絡協議会連絡協議会

若草山
平群町の紹介

世 帯 数 ： ７，６８１（世帯）

人 口 ： ２０,５１９（人）

高齢化率 ： １６（％）

地域特性 ： 大阪への通勤

圏として丘陵地の

住宅開発が進む。

特産物の花卉や

野菜・果樹の栽培

などが盛ん。 人口 20,519人世帯数 7,681世帯

平群町平群町平群町平群町ボランティアボランティアボランティアボランティア連絡協議会連絡協議会連絡協議会連絡協議会
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平群町ボランティア連絡協議会平群町ボランティア連絡協議会阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災のののの翌年翌年翌年翌年、、、、平成平成平成平成８８８８年年年年９９９９月月月月にににに設立設立設立設立２３２３２３２３団体団体団体団体がががが住住住住みよいまちづくりみよいまちづくりみよいまちづくりみよいまちづくり、、、、地域地域地域地域づくりにづくりにづくりにづくりに貢献貢献貢献貢献
阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災のののの翌年翌年翌年翌年、、、、平成平成平成平成８８８８年年年年９９９９月月月月にににに設立設立設立設立２３２３２３２３団体団体団体団体がががが住住住住みよいまちづくりみよいまちづくりみよいまちづくりみよいまちづくり、、、、地域地域地域地域づくりにづくりにづくりにづくりに貢献貢献貢献貢献

人口 20,519人世帯数 7,681世帯 信貴生駒山系と竜田川
平群町ボランティア連絡協議会の活動指導案（（（（１１１１））））命命命命をををを守守守守るるるる防災防災防災防災ずきんずきんずきんずきん作作作作りりりり（（（（２２２２）「）「）「）「竹竹竹竹あかりのあかりのあかりのあかりの集集集集いいいい」」」」（（（（３３３３））））ペットボトルペットボトルペットボトルペットボトルででででメッセージボトルメッセージボトルメッセージボトルメッセージボトル作作作作りりりり（（（（４４４４））））災害災害災害災害にににに備備備備えてえてえてえて男性男性男性男性のおにぎりのおにぎりのおにぎりのおにぎり作作作作りりりり（（（（５５５５））））ホームページホームページホームページホームページでででで情報発信情報発信情報発信情報発信

竹あかりの集い
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竹あかりの集い竹あかりの集い

阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災のののの

犠牲者犠牲者犠牲者犠牲者のののの冥福冥福冥福冥福をををを祈祈祈祈るるるる

防災防災防災防災のののの意識意識意識意識をををを

高高高高めるめるめるめる

ボランティアボランティアボランティアボランティアのののの輪輪輪輪をををを

広広広広げるげるげるげる

第7回 竹あかりの集い
2010年1月16日（土）午後2時～6時

あかりをあかりをあかりをあかりを灯灯灯灯してしてしてして、、、、心心心心をひとつにつなをひとつにつなをひとつにつなをひとつにつなぎぎぎぎ安全安全安全安全でででで安心安心安心安心なななな町町町町をををを願願願願うううう
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地震体験 煙体験
防災用具パネル展示

防災を目に見える形で防災を目に見える形でオリジナルオリジナルオリジナルオリジナルなななな防災防災防災防災ずずずずきんのきんのきんのきんの作成作成作成作成ボランティアボランティアボランティアボランティアのののの手作手作手作手作りりりり町内町内町内町内4444小学校小学校小学校小学校へへへへ備品備品備品備品としてとしてとしてとして寄贈寄贈寄贈寄贈6666年間継続年間継続年間継続年間継続してすべてのしてすべてのしてすべてのしてすべての小学生小学生小学生小学生へへへへ贈贈贈贈るるるる（（（（180180180180枚枚枚枚////年年年年））））
オリジナルオリジナルオリジナルオリジナルなななな防災防災防災防災ずずずずきんのきんのきんのきんの作成作成作成作成ボランティアボランティアボランティアボランティアのののの手作手作手作手作りりりり町内町内町内町内4444小学校小学校小学校小学校へへへへ備品備品備品備品としてとしてとしてとして寄贈寄贈寄贈寄贈6666年間継続年間継続年間継続年間継続してすべてのしてすべてのしてすべてのしてすべての小学生小学生小学生小学生へへへへ贈贈贈贈るるるる（（（（180180180180枚枚枚枚////年年年年））））

試作の出来上がり！
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中学校との連携中学校との連携「「「「家庭科室家庭科室家庭科室家庭科室ののののミシンミシンミシンミシンをををを使使使使わせてもらえませんかわせてもらえませんかわせてもらえませんかわせてもらえませんか？」？」？」？」「「「「生徒生徒生徒生徒にもにもにもにも手伝手伝手伝手伝わせてもらいたいわせてもらいたいわせてもらいたいわせてもらいたい。。。。中学生中学生中学生中学生をををを地域地域地域地域にににに関関関関わらせたいとわらせたいとわらせたいとわらせたいと思思思思っていたがっていたがっていたがっていたが…。。。。これをこれをこれをこれを一緒一緒一緒一緒にやりましょうとのにやりましょうとのにやりましょうとのにやりましょうとの具体的具体的具体的具体的なななな提案提案提案提案がありがたいがありがたいがありがたいがありがたい」」」」中学生中学生中学生中学生をををを指導指導指導指導しながらしながらしながらしながら一緒一緒一緒一緒にににに作作作作ることにることにることにることに

―教頭先生談―ウチはやんちゃな子が多いから、どんな迷惑をかけるかと心配で…

2日目からは、時間前に集まり、自主的に縫い始めていたのでびっくり！
生徒会の呼びかけにより
3日間で延べ40名の中学生が参加
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「竹あかりの集い」の式典 多くの住民が見守る中で

「せんとくん」、平群のゆるキャラ、「長屋くん」「左近くん」にも、防災ずきんをプレゼント
防災訓練防災訓練防災訓練防災訓練でででで活用活用活用活用

4年後年後年後年後にはにはにはには全生徒全生徒全生徒全生徒をををを防災防災防災防災ずきんでずきんでずきんでずきんで守守守守ることができるることができるることができるることができる
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今後に向けて今後に向けて

学校学校学校学校とのとのとのとの連携連携連携連携をををを強化強化強化強化

� 中学校中学校中学校中学校のののの授業授業授業授業のののの中中中中でででで
� 奈良産業大学奈良産業大学奈良産業大学奈良産業大学とととと連携連携連携連携

黄色黄色黄色黄色いいいい防災防災防災防災ずきんがずきんがずきんがずきんが、、、、安全安全安全安全でででで安心安心安心安心なななな町町町町ののののシンボルシンボルシンボルシンボルになるようにになるようにになるようにになるように

保護者保護者保護者保護者やややや住民住民住民住民をををを巻巻巻巻きききき込込込込んでんでんでんで幼稚園児幼稚園児幼稚園児幼稚園児・・・・高齢者高齢者高齢者高齢者へへへへ
平群町自主防災連絡協議会平群町自主防災連絡協議会平群町自主防災連絡協議会平群町自主防災連絡協議会のののの

構成団体構成団体構成団体構成団体としてとしてとしてとして

http://www18.ocn.ne.jp/

~boran/

ホームページ



桃俣防災団（御杖村）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体の概要項　目 内　容　世帯数・人口　　◇世帯数 　　　　　（平成２２年４月現在）　　　　９５世帯　　◇人口 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　１９５人　　◇内６５歳以上人口（高齢化率） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　１１４人　　（　　５８．５　％）　地域の特徴　　◇まちの特徴 南に1000m近い高見山系が連なり、その上流から桃俣が北に流れて、集落は桃俣川沿に形成されている。地域住民の半数以上が65歳以上と村内においても最も高齢化率の高い地区である。　　◇過去の災害、想定される災害 【過去の災害】　伊勢湾台風（昭和34年）において甚大な被害　【想定される災害】　土砂災害（山崩れ、土石流）等　設立年月日 平成17年6月25日　設立のきっかけ 毎年のように全国各地で発生する地震・集中豪雨等よって災害時要援護者といわれる高齢者が犠牲となっている中、高齢化率が村内で最も高い当該地域住民の災害に対する危機意識の高揚と自分たちの地域は自分たちで守るという気運が高まり住民の総意のもと設立　目的・キャッチフレーズ みんなの力で「自分を」・「家族を」・「地域を」守る　予算規模 ・３～５万円　（自治会からの助成金）　主な活動内容　　◇防災活動 ・避難誘導訓練　・消火訓練・防災資機材点検・消防水利点検・危険箇所点検・防災講習会・機関誌の発行（防災知識の普及）等　主な連携先 ・宇陀広域消防組合・御杖村消防団　（地域内：老人クラブ・民生委員）



桃俣防災団（御杖村）  
①地域の特性 

 桃俣地区は村内４箇所ある地区の中で最も人口の少ない地区であり平成２２

年４月現在で９５世帯、１９５人となっています。 

また、村全体で過疎化による少子高齢化が進む中、この地区は６５歳以上の高

齢者が１１４人と地区人口の約 60%を占めており村内でも最も高齢化率の高い

地区となっています。 

 集落は地区の南北に流れる桃俣川沿いに形成されていますが、そのまわりを

1000ｍ級の高見山系等の山々が囲み、地区内には急傾斜崩壊警戒区域や土石流

警戒区域といった土砂災害警戒危険区域に指定されており、毎年台風等の出水

時には土砂災害等による災害の発生が懸念されています。 

 

②活動内容 

 毎年、全国各地で発生する地震・集中豪雨等によって、災害時要援護者とい

われる高齢者の方が犠牲となっている中、高齢化率が約 60％の地区住民の災害

に対する危機感が高まり、みんなの力で「自分を」・「家族を」・「地域を」

守るをモットーに平成１７年６月に住民総意のもと自主防災組織「桃俣防災団」

が誕生しました。 

 年間の活動としては地区住民全員参加の防災訓練・防災講習会を実施すると

ともに、年数回発行する「桃俣防災団だより」により住民の防災意識の高揚、

知識の習得等に取り組んでいます。 

また、少ない予算の中でなかなか進まなかった防災資機材整備を平成２１年宝

くじ助成事業の採択を受け一括購入したことを契機に、これら資機材を災害発

生時に有効活用できるよう定期点検また取扱方法の習得にも取り組んでいま

す。 

 

（これまで実施した主な活動） 

○防災訓練（救出救護・避難誘導・初期消火・応急手当・給食給水） 

○防災講演会 

○地区内危険箇所一斉点検 

○「桃俣防災だより」の発行 

○緊急救助活動調査 

○防災資機材点検・取扱説明会 

 

③セールスポイント 

 住民一人ひとりの災害に対する危機意識が非常に高く、防災訓練や講習会の

実施を呼びかけるとほとんどの住民がご近所を誘い合わせて参加します。 

また災害時要援護者の方も、安否確認や救出訓練に協力してくれます。 

 



④今後の課題 

 高齢化率が高いこの地区での活動は元気な高齢者が身体の不自由な高齢者を

支援することで成り立っていますが、年々支援が必要な高齢者が増えていく中

で、このような活動をいかに継続していくかが課題となっています。 

 

⑤参考資料（別紙） 

・桃俣防災団だより 

・防災訓練実施要領（平成 19 年度） 

・緊急救助活動調査表 

 

⑥活動写真（別紙） 

・防災講習会 

・防災資機材（平成 21 年度宝くじ助成事業）      











防災講習会



防災資機材写真（平成21年度宝くじ助成事業）

№ 資機材名 № 資機材名

① 担 架 ⑦ 発電機

② ワンタッチ救急リヤカー ⑧ チェンソー

③ パック毛布 ⑨ 救急セット

④ メガホン（サイレン付） ⑩ ラジオ付ライト

⑤ 投光器（ﾊﾛｹﾞﾝﾘｰﾙ付） ⑪ トランシーバー

⑥ ガソリン携行缶 ⑫ 災害工具セット

①①①①
⑩⑩⑩⑩

③③③③

④④④④ ⑤⑤⑤⑤
⑥⑥⑥⑥ ⑦⑦⑦⑦ ⑧⑧⑧⑧

⑨⑨⑨⑨
②②②②

⑪⑪⑪⑪ ⑫⑫⑫⑫


